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ドイツ選挙情勢：ドイツ下院選挙は連立与党

が高い支持を維持

オランダ、フランスを手始めに動向が注目された2017年の欧州選挙ですが、主な選挙で残るのはドイツ下院選挙と
なっています。メインシナリオはCDU/CSUが第1党、メルケル首相が4選される展開を見込まれます。

2017年8月29日

欧州選挙の年も後半戦：ドイツ下院選挙の注目点

オランダ、フランスを手始めに動向が注目された2017年の欧
州選挙ですが、主な選挙で残るのはドイツ下院選挙となって
います。メインシナリオはCDU/CSUが第1党、メルケル首相
が4選される展開が見込まれます。
まず、ドイツの政党支持率の主な動きを振り返ります。前回
の下院選挙で与党CDU/CSUは4割を超える得票率で第1党
の座を確保しました。足元、2013年当時の支持率を確保して
いますが、過去2年の間には何度かCDU/CSU優位の状況に
黄色信号がともりました。
まず、一つ目は欧州難民問題が拡大する中、メルケル首相
が2015年終わりに、ドイツに移民100万人以上を受け入れる
と表明してから、CDU/CSUの地方選敗退が相次ぎました。
象徴的な例として、16年9月のメルケル首相の地元（メクレン
ブルク・フォアポンメルン州）の州議会選挙でCDU/CSUが難
民受け入れに反対する新興右派政党「ドイツのための選択
肢（AfD）」の得票率を下回ったことなどがあります。
二つ目の黄色信号は連立相手のSPDの党首に、苦労して現
在の地位を獲得したことなどで人気があったシュルツ氏が就
任したことで、一時的ながらCDU/CSUとSPDの支持率が拮
抗しました。もっとも、フランス大統領選挙などを機に、メルケ
ル首相の安定性が再評価され支持率は元に戻りました。
次に、足元の支持率の状況を見ると、欧州の混乱対応で最

欧州

ドイツ連邦議会（下院）選挙は2017年9月24日の実施が予定
されており、残された期間は1ヵ月を切る展開となっていま
す。世論調査の動向を見ると、メルケル首相率いる中道右
派のキリスト教民主同盟(CDU)及び姉妹政党のキリスト教
社会同盟(CSU)が4割程度の支持を集め首位となっていま
す（図表1参照）。大連立政権のパートナーである中道左派
の社会民主党(SPD)は25%程度で次点となっています。

どこに注目すべきか：

ドイツ下院選挙、難民問題、連立政権

も経験豊かなメルケル首相への期待を背景に、CDU/CSUへ
の支持が回復、現在の支持率は前回2013年下院選挙の得票
率と似た状況となっています。9月の下院選挙のメインシナリ
オはCDU/CSUが第1党、メルケル首相4選の展開が見込まれ
ます。ただ、次の点に注意は必要です。
1点目は難民問題です。メルケル首相は最近まで過去の実績
をアピールする一方、難民問題への言及を回避していました。
しかし、報道によると、メルケル首相は選挙を前に、いつまで
も口を閉ざすわけにいかず、難民受け入れの考えを表明して
います。残り1ヵ月で世論が大きく変わるとも思えませんが、難
民政策を世論がどのように受け止めるかに注意は必要です。
2点目は、連立の組み合わせです。現在のCDU/CSUとSPDは
2013年の下院選挙後に大連立を形成しましたが、均衡財政を
支持するCDU/CSUは、財政拡大を指示する傾向があるSPD
とはそりが合わない面もあります。その点、自由経済を支持す
る自由民主党（FDP）の方が近いと見られます。前回の選挙で
FDPの得票率は5%に達せず、議席を獲得できなかったため
SDPと組みました。今回FDPは議席を獲得する見込みです。
安定的な政権運営からSPDとの連立で現状維持を選択するも
のと思われますが、連立の組み合わせにも注意は必要です。

図表1：ドイツ主な政党の支持率の推移
（日次、期間：2015年9月14日～2017年8月15日）

難民問題拡大でCDU/CSUの支持率低下

※世論調査はGMSの調査を使用
出所：ブルームバーグのデータを使用してピクテ投信投資顧問作成
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